























































　本稿は、以上の問題意識に基づき、1917 年から 1928 年の時期を中心に、
中国在住の西洋人宣教師の発表した『教務雑誌』（the Chinese Recorder）
等の報告書を取り上げ、宣教師の新興宗教慈善団体に対する見解を分析す
る。同時に、アメリカ人宣教師デ・コーン（John C. De Korne）の著書

















































































Hodous 何楽益）が執筆担当した『中華帰主』の第 1章第 7節「キリスト



















（F. S. Drake）の道院世界紅卍字会に関する報告（1923 年）18）、スパーリ
ング（G. W. Sparling）の六教統一会・万国道徳会・同善社といった新興



















































































だと指摘している 30）。このほかカール・L・ライヒェルト（Karl Ludvig 
Reichelt）の 1934 年の報告 31）にも同様の表現が見受けられ、同善社が秘
密結社のイメージと強く結びつけられていたことが分かる。
　また、中国人のキリスト教信徒による報告からも、同善社に対する否定



















































アメリカン・ボードを通じて中国に渡り、1901 年から 1917 年まで福州神
学校で教鞭を執っている 36）。中国の仏教や習俗に高い関心を持ち続けた




る。まず 1920 年 10 月に上海へ到着した後、広東・江蘇北部における長老
派の未伝道地区を案内されている。その翌年夏から 1922 年 8 月まで、南
京大学のミッショントレーニングにて中国語の初級学習を受け、同年より
3年間にわたり江蘇省如皋県にて伝道活動を行った。次いで 1925 年から 1
年間にわたる休暇の間に、中国の宗教に関する概論をまとめた『中国にお
ける未知の神への祭壇』（Chinese Altars to the Unknown God）を著し
ている。1926 年に再び如皋県に戻るが、翌年蔣介石の北伐軍による南京





が、1932 年には活動を続行していることが確認できる。そして 1934 年に












































































































体の組織が生まれる背景となる 1900 年から 1920 年にかけての社会状況に
ついて、政治・経済・知識界・社会・宗教の分野に分けて説明を加えてい
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